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令和２年３月分（４月納付分）からの船員保険・厚生年金保険の保険料額表
●船員保険一般保険料率：平成２５年３月分～ 〔適用〕
●介護保険料率　　　　：令和２年３月分～   〔適用〕

●厚生年金保険料率　　   ：平成２９年９月分～ 〔適用〕
●子ども・子育て拠出金率：平成３１年４月分～ 〔適用〕

（単位：円）

○一般保険料率は、疾病保険料率（9.60％）（船舶所有者（5.05％）と被保険者（4.55％））と災害保健福祉保険料率（1.05％）（船舶所有者負担）を合わせた率となります。   
○疾病保険料率（9.60％）のうち、6.81％は保険給付等に充てるための基本保険料率となり、2.79％は後期高齢者支援金等に充てられる特定保険料率となります。   
　※被保険者負担分の疾病保険料率は、被保険者保険料負担軽減措置により5.05％から0.50％軽減され、4.55％となります。      
○介護保険に該当となる方（介護保険第2号被保険者）は、40歳以上65歳未満の方です。介護保険料率は船舶所有者と被保険者の折半となります。
　（介護保険料率：1.77％　令和2年3月分～）   
○後期高齢者医療被保険者とは、船員保険の被保険者のうち、日本国内に住所を有する①75歳以上である方、②65歳以上75歳未満で一定の障害の状態にあることにつき後期高齢者医療
　広域連合の認定を受けた方です。  
○後期高齢者医療被保険者の方の保険料率は、災害保健福祉保険料率（船舶所有者負担）0.88％です。（被保険者の方の負担はありません。）     
○独立行政法人等職員被保険者の方の保険料率は、災害保健福祉保険料率（船舶所有者負担）0.33％です。（被保険者の方の負担はありません。）     
○等級欄の ( ) 内の数字は、厚生年金保険の標準報酬月額等級です。           
　4(1) 等級の「報酬月額」欄は、厚生年金保険の場合「93,000円未満」と読み替えてください。         
　34(31) 等級の「報酬月額」欄は、厚生年金保険の場合「605,000円以上」と読み替えてください。        
○被保険者負担分に円未満の端数がある場合            
　①船舶所有者が、給与から被保険者負担分を控除する場合、被保険者負担分の端数が50銭以下の場合は切り捨て、50銭を超える場合は切り上げて1円となります。   
　②被保険者が、被保険者負担分を船舶所有者へ現金で支払う場合、被保険者負担分の端数が50銭未満の場合は切り捨て、50銭以上の場合は切り上げて1円となります。   
　( 注 )①、②にかかわらず、船舶所有者と被保険者の間で特約がある場合には、特約に基づき端数処理をすることができます。      
○納入告知書の保険料額について             
　納入告知書の保険料額は、被保険者個々の保険料額を合算した金額になります。ただし、合算した額に円未満の端数がある場合は、その端数を切り捨てた額となります。   
○賞与に係る保険料について             
　賞与に係る保険料額は、賞与額の1,000円未満の端数を切り捨てた額（標準賞与額）に保険料率を乗じた額になります。       
　また、標準賞与額の上限は、船員保険は年間573万円（毎年4月1日から翌年3月31日までの累計額）となり、厚生年金保険と子ども・子育て拠出金の場合は月間150万円となります。 
○子ども・子育て拠出金について             
　船舶所有者の方は、児童手当等の支給に要する費用の一部として、子ども・子育て拠出金を負担いただくことになります。（被保険者の方の負担はありません。）    
　この子ども・子育て拠出金の額は、被保険者個々の厚生年金保険の標準報酬月額および標準賞与額に、拠出金率（0.34％）を乗じて得た額の総額となります。    


